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ノ
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四
一
大
村
市
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病
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で
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間
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襲
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村

問
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税
滞
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に
よ
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芽
押
財
産
を
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一
二
番
の
二
、
木
造
瓦
葺
一
挙
一住

一

番
、
田
一
反
十
八
歩

一
の
皆
さ
ん
に
御
迷
一位
を
か
け
て
い

附

話

刷
一

の
と
お
り
公
売
に
付
し
ま
ず
か
ら
一
家
一
塁
坪
十
六
坪
一
合
五
勺
一
同
大
村
市
中
諏
訪
町
六
十
二
番
、一

ま
し
た
小
児
科
を
強
化
す
る
た
め

長
大
電
印
一
買
受
希
望
者
は
当
日
定
刻
ま
で
に
一

ω大
村
市
木
場
郷
字
蕨
ノ
尾
千
二
一

宅
地
七
十
一

坪
ニ
合
ニ
勺

一
こ
の
た
び
国
立
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勤
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1
1
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鑑
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参
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さ
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一
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て

田
五
畝
捗

一
同
大
村
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伊
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十
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務
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大
村
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郷
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番
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、
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岡
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反
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色
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円
を
こ
の
ほ
ど
地
元
の
大
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一
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式
の
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頭
通
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在
五
月
中
に

一
め
ん
羊
四
頭
、
山
羊
凶
頭
、
宇

一

動
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

一
公
売
、
政
知
ら
ぜ

羽
目
・
土
地
、
家
屋
、
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話
な
ど
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盆
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清
宮
き
ま
市
立
病
院
へ
御
成
り

四
月
十
一
日
・
屋
上
か
ら
市
内
を
御
視
察
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今
春
学
習
院
大
学
に
進
ま
れ
た
清

宮
貴
子
内
和
平一
府
下
に
は
、
九
州

御
旅
行
の
御
途
次
、
中古
る
四
月
十

一
日
、
午
後
三
時
五
十
分
市
立
病

院
に
お
立
有
り
に
な
っ
た
。

と
の
目
、
お
伴
の
徳
川
待
従
、
竹

内
保
育
宮
と
共
に
、
佐
世
保
市
か

ら
自
動
車
で
長
附
市
に
向
わ
れ
る

殿
下
は
、
市
立
病
院

E
門
前
附
近

道
路
両
側
ぞ
埋
め
る
多
数
市
民
の

歓
迎
に
、
に
こ
や
か
に
微
笑
ん
で

応
え
ら
れ
な
が
円
正
面
玄
関
前
で

お
車
か
ら
下
り
た
た
れ
、
大
村
市

り大村市政だよ昭和 32年 4月 20日

長
内
御
先
導
で
一

一階
御
休
煎
室
に

御
少
黙
の
後
、
畏
上
か
ら
、
大
村

育
長
の
伺
説
明
?
市
内
Jm-
御
視
察

に
た
り
、
病
院
前
庭
で
記
念
植
樹

を
遊
ば
さ
れ
て
、
午
後
四
時
十
分

市
民
の
奉
送
を
受
け
ら
れ
乍
ら
大

村
市
長
夫
妻
と
御
同
車
に
て
玖
島

崎

一
帯
を
お
車
の
上
か
ら
御
覧
に

な
り
長
崎
市
へ
向
わ
れ
た
。

(
庶
務
課
)

「
写
真
は
市
立
病
院
屋
上
か
ら
市

内
御
視
察
中
の
清
宮
さ
ま
」

大
麻
の
取
扱
い
は

必
ず
兎
許
を
受
け
て
か
ら

大
麻
の
栽
培
に
つ
い
て
は
既
に
御
一
と
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

京
知
の
通
り
「
大
麻
取
締
法
」
に
一
り
ま
す
が
、
と
の
免
許
を
受
け
た

よ
っ
て
府
県
知
事
の
免
詐
が
穴
け
一
者
は
昭
和
三
十
年
で
は
百
四
名
で

れ
ば
栽
培
は
も
ち
ろ
ん
所
持
す
る
一
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
一
年

に
は
僅
か
に
一
名
に
す
ぎ
な
い
状

態
で
、
と
れ
の
激
減
に
伴
っ
て
大

麻
の
栽
培
が
全
面
的
に
減
少
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方

乙
の
免
許
を
受
け
な
い
で
不
正
栽

培
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

も
し
こ
れ
が
不
正
栽
培
の
方
向

に
進
ん
で
い
る
も
の
と
す
れ
ば

「大
麻
取
締
法
」
の
運
営
上
重

全
国
慶
報
研
究
大
曾

全
国
広
報
研
究
会
で
は
、
六
月
十

一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
東
京
都
で

第
一
回
全
国
広
報
研
究
大
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
広
報
関
係
者
の

参
加
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
申
込
は
四
月
二
十
五
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
庶
務

課
へ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

(庶
務
課
)

大
な
問
題
と
な
る
と
と
が
憂
慮

さ
れ
ま
す
。

最
近
の
例
は
昭
和
三
十
一
年
九
月

佐
世
保
市
内
で
「
大
麻
た
は
と
」

の
密
売
が
挙
り
、
ま
た
他
県
(
別

府
な
ど
)
で
も
「
大
麻
た
ば
こ
」

に
関
す
る
事
件
が
発
生
し
て
お
り

最
近
取
締
当
局
で
も
大
麻
に
対
す

る
取
締
り
が
、
重
大
な
関
心
の
的

と
な
っ
て
来
て
い
お
現
状
で
あ
り

ま
す
。右

の
よ
う
な
乙
と
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
も
、
大
麻
の
栽

培
を
す
る
者
の
再
認
識
を
促
す

と
と
も
に
、
必
ず
所
定
の
手
続

き
を
経
て
適
正
な
栽
培
を
さ
れ

る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

(
農
林
課
)
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日
u
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平す務 。めもてのををま が は
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